
 

 
 

 
 
 

  
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

 
 
「通奏低音」Basso continuo とは？ 
16世紀末から18世紀中頃に使われた伴奏の形態。また、その伴奏の基礎となる低音部の旋律や声部のこと。
楽譜には、低音部の旋律のみが記譜され、通奏低音を担当する演奏者は、それに基づいて和音を即興的に補
いながら伴奏を完成させた。なお、通奏低音の低音部には、奏すべき和音を示す数字が付加される場合もあ
り、それは数字付き通奏低音と呼ばれる。 
 
「通奏低音」の演奏 
通奏低音の演奏には、チェンバロやオルガン、テオルボ（大型のリュート）などの和音を演奏するのに適し
た楽器が用いられ、さらに低音部の旋律をチェロ、バス・ヴィオラ・ダ・ガンバ、ファゴットなどの低音域
の旋律楽器で重複することがしばしば行われた。なお、通常、通奏低音には楽器の指定はなく、演奏者の判
断にゆだねられた。 
 
「通奏低音」の音楽史における意味 
16世紀末から18世紀中頃だけに使われた伴奏の形態であることから、この期間を前後の時代と区分して「通
奏低音の時代」と呼ぶことがある。なお、この「通奏低音の時代」は、音楽史における「バロック時代」と
一致する。 
 
通奏低音の実例 H.パーセル《音楽はほんの一時でも》『オルフェウス・ブリタニクス』N-3/15 から
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